
児童生徒用１人１台端末
（Chromebook）

使用のきまり

（中学生用）

Chromebookは、世界中の知識とつながり、

                         自分の考えを深めるための「大切な文房具」です。

皆さんが、

これからのデジタル社会を生きる「責任ある使い手」になれるよう、

一人一人の学習のために貸し出します。

長く、安全に使い続けられるよう、次の約束を必ず守ってください。

令和８年１月



精密機器としての適切な扱い

「学校の備品」を預かっている自覚をもつ
端末は公費（税金）で購入された大切な備品で、
あなただけのものではありません。
学習のために借りているものという意識を常にもち、
丁寧に扱ってください。

衛生管理を徹底する
清潔な手で使い、周囲に飲食類を置かないこと。
水濡れや汚れは故障の大きな原因になります。

衝撃を与えない
画面を強く叩く、振り回す、上に物を置くといった行為は厳禁です。
タッチペンも精密な道具として、優しく操作してください。

移動は「両手」か「ケース」が鉄則
校内で持ち運ぶときは、両手で抱えて持つかケースに入れ、
落下による故障を防いでください。

自分自身をコントロールする（健康と時間）

正しい姿勢で使う
机やテーブルの上に置き、
画面と目との距離は30cm以上離して
正しい姿勢を保ってください。

使い過ぎに注意
長時間の使用は目に負担がかかります。
20分使ったら、遠くを20秒間以上見て目を休ませましょう。

授業への集中
使用するのは先生の指示がある時だけです。
使わない時は操作をやめ、画面を閉じるか前に向けて授業に集中してください。

睡眠と生活リズムの優先
家で使用する際は、寝る1時間前には必ず使用をやめましょう。
夜遅くまでの使用は、脳の疲れや睡眠不足を招き、翌日の学習に支障が出ます。

持つときは
赤ちゃんだっこ

３０ｃｍ以上離す



情報セキュリティと責任

パスワードは「自分を守る大事な鍵」
パスワードを教えることは、自分の全てのデータやプライバシーを他人に渡すのと同じ
です。友達であっても絶対に教えてはいけません。

アカウントは学習でのみ使用する
学習のために用意されたアカウントは、許可された端末以外では使ってはいけません。

写真や動画の使用に注意する（肖像権と著作権を侵害しない）
無断で人を撮影したり、その画像をネットに載せたりすることは違法行為になる可能
性があります。必ず相手の許可を取り、自分や他人の権利を傷つけないよう注意して
ください。

個人情報は「一度出したら消せない」
名前や顔写真などの個人情報は、一度ネットに流れると完全に消すことは不可能で
す（デジタル・タトゥー）。先生の許可なく個人情報を入力・送信してはいけません。

誹謗中傷（ひぼうちゅうしょう）の禁止
画面の向こうには人間がいます。相手を傷つける書き込みや、嫌がることは絶対に送
らないでください。トラブルは厳格に対処します。

家庭および学校外でのルール

登下校時の注意
登下校時は必ずケースに入れ、
さらにカバンの中に収納して衝撃を防いでください。

場所と時間の自己管理
家での利用時間や場所は、保護者と話し合って決めてください。
家族の目が届く場所での利用を心がけましょう。

保管と充電の場所
床に置くと、踏んで破損する事故が多発します。
必ず机の上などの安定した場所で保管・充電してください。

公共の場所でのマナー
公民館や図書館など、外で使う目的も「学習」です。
大きな音を出さないなど、公共のマナーを守ってください。



安全に使うための重大な約束

システム設定を勝手に変えない
管理ルールを無視して設定を変えたり、制限を外そうとしたりする行為は、
不正なアクセスとみなします。

トラブルは即報告
故障や破損、ネット上での嫌な出来事があったら、
隠さずにすぐ先生や保護者に相談してください。

ルール違反への対処
これらのきまりを遵守（じゅんしゅ）できない場合は、
端末の使用権限を一定期間、または無期限に停止することがあります。

知っていてほしいこと

個人情報の取り扱い
学習アプリには、個人情報が登録されていたり、必要に応じて自分で入力したり
してもらいますが、それらの情報は学習以外の目的で使われることはありません。

利用ログと閲覧制限について
安全に学習するため、有害サイトの閲覧制限と操作記録（ログ）の保存を行って
います。「誰も見ていない」と考えず、学習目的以外の利用は厳に慎んでください。
取得した情報は皆さんの安全を守るためにのみ利用し、第三者への提供や悪用
をすることはありません。


